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〔
書
　
評
〕

山
本
有
造
著
『「
大
東
亜
共
栄
圏
」
経
済
史
研
究
』

木　

越　

義　

則

は
じ
め
に

　

本
書
は
、
日
本
植
民
地
帝
国
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
数

量
経
済
史
的
方
法
で
経
済
史
学
の
大
き
な
潮
流
を
切
り
開
い
て
き
た

第
一
人
者
で
あ
る
著
者
が
、
日
本
帝
国
の
最
後
の
姿
と
な
っ
た
「
大

東
亜
共
栄
圏
」
に
つ
い
て
分
析
し
た
実
証
研
究
で
あ
る
。
著
者
に
は
、

す
で
に
「
日
本
帝
国
」（
日
本
本
土
と
朝
鮮
・
台
湾
）、「
満
洲
国
」
を

論
じ
た
二
著
が
あ
り
、
本
書
は
著
者
の
日
本
植
民
地
帝
国
研
究
三
部

作
の
完
結
編
で
も
あ
る
。

　

本
書
は
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
経
済
構
造
に
つ
い
て
、
貿
易
統
計

の
分
析
を
中
心
に
据
え
、
そ
れ
に
国
際
収
支
と
金
融
シ
ス
テ
ム
の
分

析
を
加
え
る
方
法
で
接
近
し
た
。
モ
ノ
と
カ
ネ
の
動
き
だ
け
で
な
く
、

生
産
と
所
得
も
包
含
す
る
国
民
経
済
計
算
分
析
を
本
来
得
意
と
す
る

著
者
か
ら
す
れ
ば
、「
き
わ
め
て
限
定
的
で
、
あ
ま
り
変
わ
り
映
え
の

し
な
い
方
法
」（
ⅰ
～
ⅱ
頁
）
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
一

九
四
〇
年
以
前
に
関
す
る
帝
国
お
よ
び
植
民
地
研
究
に
比
べ
る
な
ら

ば
、
そ
の
研
究
は
き
わ
め
て
手
薄
」（
九
八
頁
）
で
あ
っ
た
。
本
書
は

数
量
経
済
史
的
方
法
に
よ
る
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
研
究
の
先
駆
け
と

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

本
書
の
優
れ
て
い
る
点
は
、
貿
易
と
国
際
収
支
分
析
を
、
太
平
洋

戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
広
が
っ
た
「
南
方
圏
」
だ
け
に
向
け
る
の
で

は
な
く
、
日
本
本
土
、
さ
ら
に
は
満
蒙
・
中
国
か
ら
な
る
「
北
方
圏
」
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も
網
羅
す
る
形
で
進
め
た
こ
と
で
あ
る
。
政
策
の
動
向
や
各
地
の
戦

時
経
済
の
実
態
に
つ
い
て
詳
細
に
探
求
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
大
き
く
規
定
し
た
マ
ク
ロ
的
な
経
済
構
造
と
は
何
か
。「
大

東
亜
共
栄
圏
」
の
経
済
的
な
あ
り
よ
う
を
ま
る
ご
と
把
握
し
よ
う
と

す
る
視
角
と
方
法
を
提
示
し
た
点
が
評
価
さ
れ
る
。

　

私
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
評
者
は
近
現
代
の
中
国
貿
易
史
を
専
門

と
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
日
本
お
よ
び
朝
鮮
、
台
湾
、「
満
洲
国
」
の

貿
易
統
計
に
つ
い
て
も
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
び
書
評
の

ご
依
頼
が
あ
っ
た
の
も
、
本
書
の
貿
易
統
計
分
析
に
つ
い
て
コ
メ
ン

ト
を
期
待
さ
れ
て
の
こ
と
と
拝
察
す
る
。
そ
こ
で
、
本
書
の
概
要
に

つ
い
て
章
別
に
紹
介
し
た
上
で
、
主
に
貿
易
統
計
論
と
貿
易
史
の
視

点
か
ら
若
干
の
意
見
を
添
え
た
い
、
と
思
う
。

一　

本
書
の
概
要

　

本
書
は
三
部
・
九
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
章
別
構
成
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

第
一
部　
「
日
本
植
民
地
帝
国
」
論

　

第
一
章　

日
本
植
民
地
帝
国
の
展
開
と
構
造

　

第
二
章　

近
代
日
本
帝
国
に
お
け
る
植
民
地
支
配
の
特
質

　

第
三
章　

日
本
植
民
地
統
治
に
お
け
る
「
同
化
主
義
」
の
構
造

第
二
部　
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
論

　

第
四
章　
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
と
そ
の
構
造

　

第
五
章　
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
交
易
論

　

第
六
章　
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
日
本
の
対
外
収
支

　

第
七
章　
「
大
東
亜
金
融
圏
」
論

第
三
部　
「
南
方
共
栄
圏
」
論

　

第
八
章　
「
南
方
圏
」
交
易
論

　

第
九
章　
「
南
方
圏
」
国
民
所
得
の
推
計
に
つ
い
て

　

第
一
部
は
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
に
至
る
日
本
植
民
地
帝
国
の
展
開

と
構
造
に
つ
い
て
、
政
治
的
・
法
制
的
な
枠
組
み
を
含
む
制
度
史
の

観
点
か
ら
整
理
し
て
い
る
。
最
初
に
、
日
本
植
民
地
帝
国
の
い
わ
ば

経
済
的
「
模
式
図
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
第
二
部
以
降
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
マ
ク
ロ
数
値
デ
ー
タ
が
も
つ
歴
史
性
を
包
括
的
に
位
置
づ

け
よ
う
と
し
て
い
る
。
制
度
論
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
数
量
経
済

史
的
方
法
を
経
済
学
の
応
用
学
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
歴
史
学
の
一

つ
の
叙
述
方
法
に
ま
で
高
め
て
い
る
。
三
部
作
全
体
に
共
通
し
て
い

る
こ
の
叙
述
方
法
は
、
歴
史
的
な
経
済
統
計
を
利
用
し
た
研
究
を
す

る
場
合
、
見
習
う
べ
き
点
が
多
い
。
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第
一
章
に
お
い
て
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
外
貌
が
提
示
さ
れ
る
。

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
は
、
①
日
本
本
土
と
公
式
植
民
地
か
ら
構
成
さ
れ

る
「
日
本
帝
国
」
を
核
心
と
し
、
②
そ
れ
と
有
機
的
一
体
を
な
す
満

蒙
・
北
支
を
主
体
と
す
る
「
北
方
圏
」
が
覆
い
、
③
さ
ら
に
中
南
支

と
ほ
ぼ
東
南
ア
ジ
ア
全
域
の
「
南
方
圏
」
が
外
延
的
に
肥
大
化
し
た

三
重
の
円
環
と
し
て
描
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
、
そ
の
形
成
過

程
、
支
配
の
形
態
に
つ
い
て
論
述
が
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
第
二

章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
外
貌
を
も
つ
日
本
植
民
地
帝
国
が
、
世
界
史

的
に
み
て
ど
の
よ
う
な
特
異
性
を
有
す
る
の
か
、
植
民
地
史
・
帝
国

史
か
ら
の
比
較
が
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
で
は
、
欧
米
か
ら
の

植
民
地
学
の
移
入
プ
ロ
セ
ス
を
丹
念
に
あ
と
づ
け
な
が
ら
、
同
化
政

策
が
統
治
の
基
本
思
潮
と
な
る
ま
で
の
論
理
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
以

上
、
第
一
部
の
分
析
を
通
じ
て
、
日
本
の
植
民
地
統
治
に
は
、
①
同

化
政
策
と
②
工
業
化
政
策
の
二
つ
の
特
質
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て

は
「
外
地
の
内
地
化
」、
す
な
わ
ち
戦
争
動
員
の
必
要
性
か
ら
公
式
植

民
地
で
擬
似
日
本
人
を
創
出
す
る
同
化
政
策
が
進
め
ら
れ
た
点
が
指

摘
さ
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
本
土
と
朝
鮮
・
台
湾
と
の
間

で
工
業
を
軸
に
垂
直
的
分
業
関
係
を
構
築
し
、
そ
れ
を
満
洲
・
北
支

か
ら
な
る
「
北
方
圏
」
に
も
広
げ
よ
う
と
し
た
が
、
中
南
支
・
南
方

圏
で
の
工
業
化
の
意
図
は
、
当
面
は
な
く
、
食
糧
・
工
業
資
源
の
供

給
地
（「
資
源
圏
」）
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
点
が
示
さ
れ
る
。

　

第
二
部
は
、
著
者
の
得
意
と
す
る
数
量
経
済
史
的
方
法
に
よ
っ
て

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
経
済
構
造
に
接
近
し
た
分
析
篇
の
中
心
部
分
で

あ
る
。
第
四
章
か
ら
第
七
章
に
至
る
四
つ
の
章
を
通
じ
て
、
政
策
→

交
易
→
収
支
→
金
融
と
順
序
立
て
て
分
析
が
展
開
さ
れ
、
限
ら
れ
た

統
計
資
料
を
駆
使
し
な
が
ら
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
経
済
的
あ
り
さ

ま
を
立
体
的
に
描
き
出
す
試
み
が
さ
れ
て
い
る
。
前
著
『「
満
洲
国
」

経
済
史
研
究
』
と
本
書
を
対
照
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
政
策
→
交

易
の
間
に
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
各
地
の
生
産
力
分
布
の
分
析
を
置
き
、

政
策
→
生
産
→
交
易
と
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
前

二
著
と
比
較
し
て
見
出
さ
れ
る
特
徴
と
し
て
、
第
二
部
は
、
昭
和
一

八
年
（
一
九
四
三
）
の
構
造
分
析
を
軸
と
し
て
、
そ
れ
を
太
平
洋
戦
争

前
と
比
較
す
る
、
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
前
二
著
で
は
、
生

産
、
貿
易
の
展
開
、
す
な
わ
ち
時
系
列
分
析
の
試
み
が
さ
れ
て
い
た

点
を
鑑
み
る
と
、
統
計
資
料
を
十
分
に
得
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
と

ら
れ
る
べ
き
数
量
経
済
史
的
方
法
と
し
て
何
が
あ
り
う
る
の
か
、
本

書
を
通
じ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
点
が
多
々
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

第
四
章
は
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
が
い
か
に
構
想
さ
れ
た
の
か
、
そ

し
て
赫
々
た
る
戦
果
に
よ
り
幻
想
が
色
あ
ざ
や
か
で
あ
っ
た
戦
争
の

初
期
段
階
に
お
い
て
、
当
時
の
支
配
者
層
が
抱
い
て
い
た
経
済
建
設
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プ
ラ
ン
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
プ
ラ
ン
と
は
、
日
・
満
・

北
支
で
目
指
し
た
高
度
国
防
国
家
の
建
設
を
、
石
油
に
代
表
さ
れ
る

資
源
の
収
奪
を
目
的
と
し
て
南
方
に
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
点
が

指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
第
五
章
で
は
「
交
易
」
と
い
う
名
の
物
流

の
実
態
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。「
交
易
」
と
は
、「
国
際
通
貨
を
も
っ

て
決
済
さ
れ
る
「
貿
易
」
と
異
な
り
、
戦
時
経
済
が
必
要
と
す
る
物

資
相
互
の
計
画
的
交
換
」（
一
〇
四
頁
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
そ
の
成
果
は
、「
満
洲
国
」
に
対
し
て
は
資
源
の
見
返
り
と
し
て

生
活
必
需
品
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
北
支
か
ら
南
方
に
至

る
地
域
に
対
し
て
は
「
十
分
な
食
料
品
、
生
活
必
需
品
を
供
給
で
き

な
い
ま
ま
物
資
の
収
奪
を
行
っ
た
」（
一
一
五
頁
）
と
さ
れ
る
。
第
六

章
で
は
、
対
外
収
支
の
検
討
を
通
じ
て
、
第
五
章
で
確
認
し
た
見
返

り
な
き
資
源
収
奪
を
可
能
と
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

「
そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
巨
額
の
ペ
イ
パ
ー
・
マ
ネ
ー
の
散
布
と
そ
の

結
果
と
し
て
の
巨
額
の
ペ
イ
パ
ー
債
務
の
累
積
で
あ
っ
た
」（
一
五
二

頁
）。
こ
の
構
造
は
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
全
体
に
該
当
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、「
そ
の
操
作
は
共
栄
圏
の
外
延
部
に
行
く
ほ
ど
、
そ
し
て

時
期
を
下
る
に
し
が
た
っ
て
暴
力
的
な
色
彩
を
強
め
た
」（
一
五
二

頁
）
と
総
括
さ
れ
て
い
る
。
第
七
章
で
は
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
経

済
循
環
を
支
え
る
金
融
的
構
造
の
基
本
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
「
大
東
亜

金
融
圏
」
の
実
態
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
構
想
は
、
ド
ル
・
ポ

ン
ド
の
支
配
か
ら
脱
却
し
た
円
に
よ
る
独
立
決
済
圏
を
ア
ジ
ア
全
域

に
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
ル
・
ポ
ン
ド
か
ら
乖
離

し
た
円
の
信
認
は
、
資
源
の
見
返
り
と
し
て
、
日
本
が
占
領
各
地
に

食
料
品
・
生
活
必
需
品
を
提
供
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
日
本
の
一
方
的
収
奪
が
続
き
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
円
の
信
認
は

暴
力
装
置
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
し
か
な
か
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

第
三
部
は
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
主
要
な
一
翼
を
占
め
た
「
南
方

圏
」
の
交
易
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
分
析
を
進
め
た
第
八
章
、
そ

し
て
本
書
が
敢
え
て
分
析
の
中
心
に
据
え
な
か
っ
た
国
民
所
得
推
計

に
つ
い
て
の
資
料
紹
介
で
あ
る
第
九
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
本
書
は
、

当
該
期
の
「
北
方
圏
」
の
交
易
に
つ
い
て
独
立
の
章
を
設
け
て
分
析

を
進
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、
著
者
は
す
で
に
前
二
著
に
お
い
て
朝

鮮
・
台
湾
・「
満
洲
国
」
の
詳
細
な
検
討
を
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、

中
国
本
土
の
交
易
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
の
註
二
四
、
註
二
七
に
指

摘
が
あ
る
よ
う
に
、
十
分
な
分
析
に
耐
え
う
る
統
計
資
料
の
利
用
に

数
多
く
の
制
約
が
あ
る
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

第
八
章
で
は
、
岩
武
照
彦
氏
が
再
整
理
さ
れ
た
太
平
洋
戦
争
期
の

日
本
外
国
貿
易
統
計
に
依
拠
し
な
が
ら
、
南
方
圏
交
易
の
商
品
構
成
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に
つ
い
て
時
系
列
分
析
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
太
平
洋
戦
争
前
の
日

本
の
対
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
趨
勢
と
位
置
が
確
認
さ
れ
、
次
い
で
太

平
洋
戦
争
中
の
主
要
資
源
の
生
産
実
績
と
日
本
本
土
へ
の
還
送
実
績

が
対
照
さ
れ
る
。
資
源
の
本
土
還
送
実
績
さ
え
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
、
そ
の
背
景
と
し
て
供
給
力
で
は
な
く
船
舶
不
足
に
よ
る
配

給
力
問
題
が
大
き
か
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
各
統
計

表
は
、
論
述
に
即
し
て
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
他
方
で
統

計
資
料
と
し
て
の
必
要
限
度
の
情
報
は
過
不
足
な
く
提
示
さ
れ
て
い

る
。
大
部
の
表
を
作
成
・
掲
載
す
る
こ
と
が
決
し
て
数
量
経
済
史
の

本
分
で
は
な
い
こ
と
、
表
の
要
諦
は
分
か
り
や
す
さ
と
説
得
性
で
あ

る
点
を
知
ら
し
め
る
見
本
で
あ
ろ
う
。
第
九
章
は
、「
統
計
資
料
解

題
」
と
し
て
の
要
素
を
含
む
南
方
圏
国
民
所
得
推
計
の
紹
介
で
あ
る
。

前
二
著
で
設
け
ら
れ
て
い
た
「
推
計
作
業
」
の
部
あ
る
い
は
「
統
計

資
料
解
題
」
の
部
を
本
書
は
欠
く
。
し
か
し
、
第
九
章
が
あ
る
こ
と

で
、
数
量
経
済
史
的
方
法
に
よ
っ
て
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
研
究
を
い
っ

そ
う
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
が
本

書
の
概
要
で
あ
る
。

二　

貿
易
統
計
論
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

著
者
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
数
量
経

済
史
の
難
し
さ
は
、
実
態
を
数
量
実
証
的
に
把
握
す
る
方
法
に
あ
る
。

本
書
は
、
貿
易
統
計
の
利
用
に
よ
っ
て
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
内
の
各

地
が
取
り
結
ぶ
分
業
の
網
の
目
の
構
造
を
と
ら
え
、
そ
こ
か
ら
日
本

に
よ
る
経
済
支
配
の
「
成
果
」
を
評
価
す
る
、
と
い
う
方
法
を
採
用

し
た
。
こ
こ
で
は
、
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
経

済
史
研
究
を
今
後
も
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
察

し
た
い
。

　

ま
ず
本
書
の
方
法
を
い
っ
そ
う
精
緻
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
統

計
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
本
書
が
依
拠
す
る
基
本
資
料
は
、
大

蔵
省
編
纂
に
な
る
刊
行
統
計
『
日
本
外
国
貿
易
年
表
』
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
日
本
本
土
と
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
各
地
の
「
交
易
」
デ
ー

タ
に
つ
い
て
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
集
約
的
な
数
値
は
、
本

書
の
表
五
─

一（
一
）、
表
五
─

一（
二
）で
示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
同

表
の
う
ち
一
九
四
三
年
の
関
東
州
以
下
の
空
白
部
分
は
、
日
本
帝
国

と
「
北
方
圏
」
に
つ
い
て
数
値
を
補
塡
す
る
こ
と
が
現
在
で
は
可
能

で
あ
る
。
ま
ず
、
関
東
州
・「
満
洲
国
」
に
つ
い
て
は
、
満
洲
国
経
済

部
編
『
満
洲
国
外
国
貿
易
統
計
月
報
』
康
徳
一
〇
年
（
一
九
四
三
）
一

二
月
が
あ
る
。
次
い
で
、
中
国
に
つ
い
て
は
、
上
海
総
税
務
司
編
『
中

国
貿
易
統
計
月
報
』
民
国
三
二
年
（
一
九
四
三
）
一
二
月
（
含
む
国
内

貿
易
統
計
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
朝
鮮
・
台
湾
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
総
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督
府
編
『
朝
鮮
内
地
貿
易
月
表
』
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
一
二
月
、

台
湾
総
督
府
編
『
台
湾
貿
易
月
表
』
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
一
二

月
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
本
土
⇔
北
方
圏
・
南
方
圏
だ
け

で
な
く
、
公
式
植
民
地
⇔
北
方
圏
・
南
方
圏
、
北
方
圏
⇔
南
方
圏
、
さ

ら
に
北
方
圏
内
に
つ
い
て
も
著
者
が
採
用
し
た
方
法
で
分
析
す
る
こ

と
が
資
料
上
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
方
各
地
で
は
太
平
洋
戦
争

期
の
貿
易
の
悉
皆
デ
ー
タ
を
欠
く
た
め
、
南
方
圏
内
交
易
に
つ
い
て

接
近
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
中
で
も
中
国
は
最
も
貿
易
統
計
が
残
さ
れ
て
い

る
た
め
、
北
方
圏
に
つ
い
て
著
者
の
方
法
を
広
げ
る
余
地
が
大
き
い
。

例
え
ば
、
本
書
が
第
五
章
第
三
節
で
補
足
的
に
考
察
し
た
中
国
の
地

域
別
統
計
は
種
類
が
豊
富
で
あ
る
。
ま
ず
本
書
が
利
用
し
た
『
日
本

外
国
貿
易
年
表
』
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
の
ほ
か
に
『（
日
本
外

国
）
貿
易
月
表
』
が
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
一
二
月
ま
で
あ
り
、

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
か
ら
蒙
疆
・
北
支
・
中
支
・
南
支

（
含
む
海
南
島
）
の
四
地
域
別
に
数
値
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
中
華
民
国
臨
時
政
府
の
命
に
よ
り
華
北
海
関
（
本
部
天
津
）
が
作

成
を
は
じ
め
た
『
華
北
海
関
進
出
口
貿
易
統
計
年
報
』（
一
九
四
三
年

か
ら
『
華
北
六
港
外
国
貿
易
統
計
年
報
』
へ
改
題
）
が
一
九
四
四
年
ま
で
、

同
『
月
報
』
が
一
九
四
五
年
五
月
ま
で
あ
り
、
華
北
に
つ
い
て
は
ほ

ぼ
戦
争
末
期
ま
で
数
字
を
追
え
る
。
次
い
で
、
上
海
に
つ
い
て
は
『
上

海
貿
易
統
計
月
報
』
が
一
九
四
三
年
一
二
月
ま
で
あ
る
。
以
上
の
中

国
地
域
別
統
計
を
総
括
し
た
も
の
と
し
て
、
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う

に
、
汪
兆
銘
政
権
の
中
華
民
国
政
府
が
作
成
し
た
『
中
国
貿
易
統
計

月
報
』
が
あ
り
、
一
九
四
五
年
八
月
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
作
成

さ
れ
て
い
る
。
重
慶
に
拠
っ
た
蔣
介
石
政
権
側
の
貿
易
統
計
も
年
報
・

月
報
と
も
に
一
九
四
五
年
ま
で
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
日
本
軍

占
領
地
と
の
「
交
易
」（
日
本
側
か
ら
み
る
と
密
貿
易
）
も
記
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
北
方
圏
に
つ
い
て
は
、
月
次
の
貿
易
統
計
が
あ

る
た
め
、
戦
局
の
推
移
に
即
し
た
よ
り
精
緻
な
分
析
も
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
貿
易
統
計
は
あ
く
ま
で
も
船
舶
に
よ
る
「
交
易
」
を
記

録
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、「
満
洲
国
」・
華
北
の
よ
う
に
戦
時
期
に

鉄
道
輸
送
の
拡
充
が
な
さ
れ
た
地
域
の
場
合
、
貿
易
統
計
で
示
さ
れ

る
数
値
の
扱
い
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
鉄
道
統
計
に
つ
い
て
は
、
華

北
交
通
の
も
の
が
太
平
洋
戦
争
期
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
船

舶
統
計
と
鉄
道
統
計
を
連
結
す
る
こ
と
で
、
北
方
圏
の
「
交
易
」
の

構
造
を
解
明
す
る
研
究
が
待
た
れ
る
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
「
交
易
」
の
一
端
を
示
す
資
料
を
利
用
す
る
こ

と
で
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
経
済
的
外
貌
は
、
よ
り
精
緻
に
な
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
的
問
題
は
、
統
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計
の
種
類
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
は
、
統
計
の
編
成
方
法
も
ま
た
多
様

で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
統
一
す
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
点
に
あ
る
。
本

書
第
八
章
の
「
南
方
圏
」
交
易
論
は
、
こ
の
問
題
に
先
駆
的
に
取
り

組
ん
だ
岩
武
照
彦
氏
の
作
業
の
上
に
、
著
者
が
さ
ら
に
考
証
を
加
え

た
表
八
─

七
の
存
在
を
抜
き
に
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
著
者
が
「
今
後
の
戦
時
貿
易
史
研
究
に
当
た
っ
て
史
料
論
的
研

究
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
一
二
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
問
題
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
日
本
外
国
貿
易
年
表
』
を
例
に
挙
げ
る
な
ら
ば
、「（
昭
和
）
一
八

年
版
（
中
略
）
が
一
七
年
以
前
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
式
を
踏
襲
す
る
の

に
対
し
て
、
一
九
年
以
降
二
三
年
ま
で
の
統
計
は
『
自
昭
和
一
九
年

至
昭
和
二
三
年
版
』
と
し
て
一
括
公
刊
さ
れ
、
分
類
様
式
も
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
」（
二
四
〇
頁
）。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、

戦
前
期
日
本
の
貿
易
統
計
の
商
品
分
類
は
、
輸
入
関
税
表
と
の
対
照

を
意
識
し
て
作
成
が
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四

三
）
八
月
大
蔵
省
通
達
に
よ
っ
て
、
輸
入
関
税
表
と
切
り
離
し
た
商

品
分
類
が
採
用
さ
れ
、
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
一
月
か
ら
適
用
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
明
治
初
年
に
ま
で
遡
る
日
本
の

貿
易
統
計
は
、
は
じ
め
て
関
税
表
か
ら
独
立
し
た
商
品
分
類
と
な
り
、

さ
ら
に
輸
出
統
計
と
輸
入
統
計
の
そ
れ
も
統
一
さ
れ
、「
淘
汰
法
」
に

基
づ
く
体
系
的
コ
ー
ド
で
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
商
品
項
目

は
、
輸
出
で
み
る
と
一
〇
四
四
か
ら
二
三
七
〇
と
二
倍
に
増
え
、
そ

の
項
目
が
示
す
概
念
も
素
材
か
ら
素
材
＋
加
工
度
と
複
雑
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
戦
時
中
に
日
本
の
貿
易
統
計
は
、
現
代
貿
易
統
計
に
続
く

様
式
へ
劇
的
に
改
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
統
計
を
律
す
る
根
本
的
な

考
え
方
が
変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
両
者
を
機
械
的
に
整
理
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
著
者
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

い
っ
そ
う
検
討
す
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
時
期
の
貿
易
統
計
は
、
理
解
不
能
な
数
値
の
不
整
合
が
極
め
て

多
い
点
に
つ
い
て
も
本
書
の
補
足
と
し
て
言
及
す
る
。
明
治
初
年
以

来
の
日
本
の
貿
易
統
計
を
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
評
者
の
経
験

に
よ
れ
ば
、
明
治
一
五
年
創
刊
の
『
大
日
本
外
国
貿
易
年
表
』
以
来
、

記
載
数
値
の
誤
植
は
、
一
円
一
銭
ま
で
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
昭
和
一
二
年
度
（
一
九
三
七
年
度
）
か
ら

誤
植
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
上
篇
「
品
別
国
別
表
」

だ
け
し
か
刊
行
さ
れ
な
く
な
る
昭
和
一
四
年
度
（
一
九
三
九
年
度
）
か

ら
は
、
誤
植
と
し
て
修
正
す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
誤

差
が
品
別
・
国
別
の
小
計
で
頻
発
す
る
。
そ
し
て
、『
自
昭
和
一
九
年

至
昭
和
二
三
年
版
』
で
の
数
値
誤
差
は
、
目
を
覆
い
た
く
な
る
ほ
ど

で
、
例
え
ば
一
つ
石
油
の
輸
入
額
を
み
て
も
、
国
別
・
品
別
で
ク
ロ
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ス
さ
せ
た
時
の
誤
差
は
約
一
〇
〇
万
円
に
達
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
広

く
知
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、
誤
差
を
対
照
さ
せ
る
別
資
料
が
乏
し
い

た
め
、
現
在
に
至
る
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
る
。

　

し
た
が
っ
て
、『
自
昭
和
一
九
年
至
昭
和
二
三
年
版
』
を
利
用
す
る

こ
と
に
た
め
ら
い
を
感
じ
る
研
究
者
も
多
く
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、

戦
後
、
大
蔵
省
と
日
本
銀
行
が
共
同
で
編
纂
し
た
『
財
政
経
済
統
計

年
報
』（
昭
和
二
三
年
版
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
主
要
輸
出
入
品
目

の
連
年
対
照
表
中
の
太
平
洋
戦
争
期
の
数
値
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
き

た
。『
財
政
経
済
統
計
年
報
』
の
利
点
は
、
時
局
の
情
勢
に
鑑
み
『
日

本
外
国
貿
易
年
表
』
で
伏
せ
ら
れ
て
い
た
戦
略
資
源
（
石
油
・
金
属
・

鉱
産
物
）
の
物
量
数
値
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
方

で
、
悉
皆
デ
ー
タ
で
は
な
い
た
め
、
太
平
洋
戦
争
期
の
貿
易
を
ま
る

ご
と
把
握
す
る
方
法
に
は
不
向
き
、
と
い
う
欠
点
も
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
い
く
つ
か
言
及
し
た
『
日
本
外
国
貿
易
年
表
』
の
問
題
点

が
、
今
日
ま
で
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
数
量
経
済
史
研
究
を
手
薄
に

さ
せ
て
い
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
書
の
価
値
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
数
値
の
不
整
合
が
あ
る
と
は
言
え
、
太
平
洋
戦
争
期
の
「
交
易
」

の
悉
皆
デ
ー
タ
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
そ
こ
か
ら
「
大
東
亜
共
栄

圏
」
の
経
済
的
あ
り
さ
ま
を
ま
る
ご
と
把
握
し
た
点
に
あ
る
。
本
書

が
俎
上
に
の
せ
た
数
値
の
検
証
作
業
が
よ
り
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ

て
は
じ
ま
り
、
太
平
洋
戦
争
期
の
数
値
デ
ー
タ
が
よ
り
洗
練
さ
れ
て

行
く
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
著
者
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
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一
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5
判
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＋
二
九
二
頁
、
本
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格
五
、
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〇
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円
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講
師
）


